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1. 平成30年3月期第3四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第3四半期 153,870 0.9 610 △18.6 835 △14.2 143 △65.4

29年3月期第3四半期 152,485 0.3 750 △24.0 973 △14.7 415 △45.5

（注）包括利益 30年3月期第3四半期　　1,277百万円 （△17.5％） 29年3月期第3四半期　　1,548百万円 （△23.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第3四半期 35.99 ―

29年3月期第3四半期 10.40 ―

※平成29年10月１日付で、普通株式10株につき１株の割合をもって株式併合を実施しております。これに伴い、前連結会計年度の期首に当該株式併合が行わ
れたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期第3四半期 71,747 25,553 31.0 5,569.79

29年3月期 66,473 24,673 32.4 5,391.60

（参考）自己資本 30年3月期第3四半期 22,252百万円 29年3月期 21,541百万円

※平成29年10月１日付で、普通株式10株につき１株の割合をもって株式併合を実施しております。これに伴い、前連結会計年度の期首に当該株式併合が行わ
れたと仮定し、１株当たり純資産を算定しております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― ― ― 7.00 7.00

30年3月期 ― ― ―

30年3月期（予想） 60.00 60.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

※平成29年10月１日付で、普通株式10株につき１株の割合をもって株式併合を実施しております。これに伴い、平成30年３月期(予想)の１株当たり配当金につ
きましては、株式併合の影響を考慮しております。詳細は「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご覧ください。

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 199,727 △0.7 738 △24.8 914 △27.2 124 △73.7 31.04

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

※平成29年10月１日付で、普通株式10株につき１株の割合をもって株式併合を実施しております。これに伴い、平成30年３月期の連結業績における１株当たり
当期純利益につきましては、株式併合の影響を考慮しております。詳細は「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご覧ください。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(注)詳細は、添付資料７ペ－ジ「２.四半期連結財務諸表及び主な注記(３)四半期連結財務諸表に関する注記事項(四半期連結財務諸表の作成に特有の
会計処理の適用)」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期3Q 4,315,300 株 29年3月期 4,315,300 株

② 期末自己株式数 30年3月期3Q 320,166 株 29年3月期 319,888 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期3Q 3,995,281 株 29年3月期3Q 3,995,541 株

(注)平成29年10月１日付で、普通株式10株につき１株の割合をもって株式併合を実施しております。期末発行済株式数、期末自己株式数及び期中平均株
式数につきましては、前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して、算定しております。

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意)

　本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束するものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予
想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説
明」をご覧ください。

(株式併合後の配当及び業績予想について)

　平成29年６月29日開催の第70期定時株主総会の決議により、平成29年10月１日付で普通株式10株を１株に株式併合いたしました。

　なお、株式併合を考慮しない場合の平成30年３月期の配当予想及び連結業績予想は以下の通りであります。

　(１)平成30年３月期の配当予想

　　１株当たり配当金　期末　60円　00銭

　(２)平成30年３月期の連結業績予想

　　１株当たり当期純利益　通期　31円　4銭
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当連結会計年度におけるわが国経済は、企業の業績向上や雇用環境の改善が続いたことなどを受けて持ち直して

おり、欧米でも景気回復が続いておりますが、人手不足の深刻化による人件費の増加や賃金上昇の遅れなど懸念材

料もあり、先行き不透明な状況となっております。 

 当社グループが主力事業を展開する水産物卸売市場業界においては、年間で最大の商戦である年末に、ウニやフ

グ、マグロ類が軟調に推移しましたが、イクラを中心とする魚卵類やホタテ、ズワイガニなどを中心に価格が高騰

したことから売上高は前年並みを維持する結果となりました。 

 このような状況のもと、当社グループの売上高は153,870百万円(前年同期比0.9%増)となりましたが、集荷販売

費、一般管理費等の増加により、営業利益610百万円(前年同期比18.6%減)、経常利益835百万円(前年同期比14.2%

減)となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は143百万円(前年同期比65.4%減)となりました。 

 

 

（２）財政状態に関する説明 

 当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、受取手形及び売掛金、前渡金、投資有価証券の増加等はありました

が、商品の減少等により前期末に比べ5,274百万円増の71,747百万円となりました。負債合計につきましては、支

払手形及び買掛金、繰延税金負債の増加等はありましたが、借入金の減少等により前期末に比べ4,394百万円増の

46,194百万円となりました。純資産合計は、前期末に比べ879百万円増加し25,553百万円となりました。これは主

に、その他有価証券評価差額金の増加によるものです。 

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成29年５月15日に公表しました通期の連結業績予想数値につきましては、本日(平成30年1月30日)発表の

「業績予想の修正に関するお知らせ」にて修正いたしました。当該業績予想の修正の詳細につきましては本日発表

の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成29年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 6,571 5,496 

受取手形及び売掛金 12,418 19,804 

前渡金 841 1,199 

商品 8,746 7,328 

原材料及び貯蔵品 6 26 

預け金 1,299 1,502 

短期貸付金 25 0 

繰延税金資産 137 133 

その他 1,374 546 

貸倒引当金 △877 △976 

流動資産合計 30,543 35,062 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 15,850 15,440 

機械装置及び運搬具（純額） 2,062 1,895 

土地 5,336 5,431 

リース資産（純額） 482 489 

建設仮勘定 0 15 

その他（純額） 320 292 

有形固定資産合計 24,053 23,562 

無形固定資産    

のれん 144 142 

借地権 2,101 2,101 

その他 86 183 

無形固定資産合計 2,333 2,427 

投資その他の資産    

投資有価証券 8,252 9,473 

長期貸付金 321 346 

差入保証金 341 309 

繰延税金資産 91 47 

退職給付に係る資産 541 541 

その他 437 624 

貸倒引当金 △442 △649 

投資その他の資産合計 9,543 10,694 

固定資産合計 35,930 36,685 

資産合計 66,473 71,747 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成29年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 10,026 15,515 

短期借入金 12,700 11,780 

1年内返済予定の長期借入金 699 639 

未払法人税等 166 206 

賞与引当金 170 44 

役員賞与引当金 28 8 

本社移転損失引当金 23 23 

その他 1,868 2,135 

流動負債合計 25,683 30,354 

固定負債    

長期借入金 11,980 11,512 

繰延税金負債 1,284 1,593 

役員退職慰労引当金 141 22 

退職給付に係る負債 1,552 1,551 

長期未払金 206 204 

その他 950 954 

固定負債合計 16,115 15,839 

負債合計 41,799 46,194 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,995 2,995 

資本剰余金 1,341 1,341 

利益剰余金 15,068 14,932 

自己株式 △693 △694 

株主資本合計 18,711 18,575 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 2,973 3,765 

退職給付に係る調整累計額 △144 △88 

その他の包括利益累計額合計 2,829 3,676 

非支配株主持分 3,132 3,301 

純資産合計 24,673 25,553 

負債純資産合計 66,473 71,747 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年12月31日) 

売上高 152,485 153,870 

売上原価 143,903 145,280 

売上総利益 8,581 8,589 

販売費及び一般管理費 7,830 7,978 

営業利益 750 610 

営業外収益    

受取利息 30 19 

受取配当金 176 172 

持分法による投資利益 23 15 

その他 102 102 

営業外収益合計 332 310 

営業外費用    

支払利息 104 82 

その他 5 3 

営業外費用合計 109 85 

経常利益 973 835 

特別利益    

受取賠償金 5 － 

補助金収入 125 － 

受取補償金 － 190 

特別利益合計 131 190 

特別損失    

関係会社株式売却損 － 56 

移転延期損失 － 211 

特別損失合計 － 268 

税金等調整前四半期純利益 1,105 758 

法人税等 370 334 

四半期純利益 735 423 

非支配株主に帰属する四半期純利益 319 279 

親会社株主に帰属する四半期純利益 415 143 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年12月31日) 

四半期純利益 735 423 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 761 798 

退職給付に係る調整額 50 55 

その他の包括利益合計 812 854 

四半期包括利益 1,548 1,277 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,216 990 

非支配株主に係る四半期包括利益 331 286 

 

- 6 -

中央魚類㈱(8030)　平成30年３月期　第３四半期決算短信



（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計 

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。
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